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舌の刺激（ベロタッチ）によりＡＤＬが改善した 

2事例 

 

○吉良直子, 西 康代１, 立岡迪子２ 

（熊本市・中央区役所・保健子ども課,  
1熊本市西歯科クリニック, 
2筑後市立岡歯科医院） 

 

【目的】 

 舌及び口腔を刺激することで、口腔機能の発達

を促しＡＤＬの向上を図る。 

 

【方法】 

 ベロタッチ、あいうべ体操、リンシング、ガー

グリング、ベロタッチ体操の実践。保育士による

支援、1回/月程度の指導・評価、ラインでの支援 

 

【結果】 

○15歳男児は実施1ヵ月半で体幹が安定し、関節の

こわばりが減少、涎が止まり、腕が水平に上がる

ようになった。口唇閉鎖が可能になったため歯軸

の傾斜が緩やかになった。４ヵ月でリンシング可

能となり発語が明瞭になった。医師からの紹介で、

導入がスムーズだった。 

○自閉傾向があると診断された3歳女児は保育園

での体験の中でベロタッチを実践し 口腔機能の

発達が促され、発語可能となった。表情が豊かに

なり、他者とのコミュニケーション能力が向上し

た。母親、保育士との連携がスムーズにとれ、今

春幼稚園に入園できた。2事例とも口腔機能の改善

とともに本人のＡＤＬ、家族のＱＯＬが大きく向

上した。 

 

【考察】 

 様々な口腔機能のリハビリがあるが、家人の負

担を少なくするため、舌の3点を軽く刺激するベロ

タッチ法を用いた。簡便な本法は実践者の達成感

が強く、自己肯定感や自尊感情を高める効果があ

った。多職種による支援環境が整っていたため継

続性を維持できている。自尊感情を中心とした支

援が医療機関、保育園との連携によって実現でき

た。話す、食べる等に課題がある児への歯科関係

者の関わりは育児負担軽減等育児環境の改善に効

果がある。口腔機能と生活面の改善に関しては保

育士による観察と支援等が大きく役立った。口腔

機能の改善は摂食や発語だけでなく本人及び家族

のＱＯＬの向上に寄与できる可能性が示唆された。 

  

小・中学校におけるフッ化物洗口事業の 

取り組みについて 

 

○仁部郁代  

倉元歯科医院（宮崎県日南市） 

 

【目的】 

 宮崎県日南市におけるフッ化物洗口事業の取

り組みは、平成１３年度に３歳６か月児のむし歯

有病者率が、全国トップになったことがきっかけ

となり、フッ化物を利用した「よい歯の子育成支

援事業」が始まった。その後、平成２４年度に日

南市立学校むし歯予防対策検討委員会が発足し

た。平成２６年度から、フッ化物洗口が実施され、

現在５年目を迎えたので、フッ化物洗口事業の取

り組みについて報告する。 

 

【実施方法】 

 水 100ml に、フッ化物洗口薬剤ミラノール 1.8

ｇ（NaF198mg）を専用の希釈用容器で溶解し、フ

ッ素濃度 900ppm、フッ化ナトリウム濃度 0.198％

の洗口液を作成する。週１回、児童生徒１人につ

き 10ml のフッ化物洗口液を用いて、１分間洗口

させる。フッ化物洗口後、約 30 分間は、うがい

や飲食を避けるよう指示した。 

 

【結果】 

 平成２６年度から、保護者の同意が4分の３以上

認められた学校より、順次開始した。平成３０年

度には、２４校中２３校で実施できる状況となっ

た。 

 

【考察】 

 日南市では、「健康日本２１」に基づき、健康

増進計画「健康にちなん２１」を策定している。

その取り組みの中に、１２歳児の一人平均う歯数

を１.0本未満としている。平成２９年度において

は、1.32本であった。目標値に到達する為には、

ライフステージに応じた、学校歯科医による適切

な口腔保健教育が必要であり、同時に、他律的健

康管理から自律的健康管理が行えるような児童生

徒を、学校保健関係者と協力して教育していくこ

とが大切だと感じた。 
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